
●参加申込  7月15日より下記申込先にFAXにより裏面の参加申込書による申込またはメールにより、
                参加者の氏名、（企業、団体名等）連絡先電話番号をお知らせください。
                    ※定員になり次第 締め切りとなりますので、申込先の建設業協会HPか電話で確認して下さい。
                        なお、新型コロナウイルス感染症の状況により中止となる場合があります。
                        申込の際には必ず電話番号、FAX及びメール等連絡先を記載してください。
                    ※中止の場合　HP、電話、FAX及びメール等でお知らせします。
                    ※コロナ対策を行った上での開催です。入場の際は検温、消毒のご協力をお願いします。
                    ※会場は収容人員800名のところ400名の定員といたします。

●申 込 先 一般社団法人 神奈川県建設業協会 総務部
                    〒231-0011  神奈川県横浜市中区太田町2-22　TEL：045-201-8451   FAX：045-201-2767　

    E-mail：soumu@shin-ken.or.jp 　HP：http://www.shin-ken.or.jp/

主催　（一社）神奈川県建設業協会
後援　（予定）神奈川県、一般社団法人横須賀建設業協会、横須賀建設業関連団体連絡協議会
          神奈川県建設産業団体連絡協議会

神奈川県立青少年センター 紅葉坂ホール

近年、気候変動に伴う異常気象が原因と考えられる風水害が多発しているほか、東日本
大震災から 10 年経過しても、なおその余震が発生する現状や、発生の切迫性が危惧されて
いる首都直下地震、南海地震等への備えのために、国土強靭化への加速化対策へ着手した
現在、改めて建設業界も災害に対する再認識が必要となっている。
そこで、今回のテーマは近年激甚化している風水害や地震についてテーマとして、専門家から
の講話と、併せて災害時においても持続可能な発展（ＳＤＧｓ）を意識することが必要である
ことから小泉環境大臣より講話をいただき、今後の建設業としての活動の一助とする。
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令和３年 8月 23日（月）  
１4時 0０分～１6時 2０分（受付開始13時）

「災害激化とその対策、そしてSDGｓへ 」
 　　　　　　　　未来を担う建設業

第10回
建設フォーラム

開会あいさつ　（一社）神奈川県建設業協会会長　松尾 文明

参加者人数 400 名　（会場定員 800 名）　横浜市西区紅葉ケ丘 9-1  TEL.045-263-4400

開 会 14：00～

閉会あいさつ　（一社）神奈川県建設業協会　副会長閉 会 16：20～

「将来における風水害の発生の可能性について」
小池 俊雄 東大名誉教授 土木研究所

水災害・リスクマネジメント国際センター長

講 演 1
14：10

～

14：50

「将来における地震災害の発生の可能性について」
平田 直 東大名誉教授 防災科学技術研究所参与　

首都圏レジリエンス研究推進センター長

講 演 2
15：00

～

15：40

「環境が成長戦略になる時代」
 ～カーボンニュートラルで地域とライフスタイルをどう変えるか～
小泉 進次郎 環境大臣 環境大臣兼内閣府特命担当大臣（原子力防災）

講 演 3
15：50

～

16：20

参加料：無料




